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「キャンパス・アジア」モニタリング関係成果物について（案） 

 

 

○ 日本側の１次モニタリングの結果については、採択プログラムの構想責任

者および日中韓質保証機関協議会へ送付する。あわせて、他の大学等にむけ

て、大学評価・学位授与機構ウェブサイトで発信する。 

 

（１）「モニタリング報告書」（プログラムごとの個別報告書） 

      

 

（２）「モニタリング報告書英文サマリー」 

    

 

（３）学生意見書（検討） 

 

 

 

○ 上記に加えて、モニタリング活動について国内外に広く周知を図るため、

以下の関係成果物を作成する。 

 （４） 日本側の 1 次モニタリングに関する報告書（全体版） 

※構成イメージについて P.2 参照 

 

  （５） モニタリング優良事例集 

※構成イメージについて P.3 参照 

 

 

○ なお、上記の成果物を含めたモニタリング活動の発信強化のため、機構ウ

ェブサイト内に、新たにモニタリング・ウェブサイト（日本語・英語）を作

成する。 
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